
ジオパークと地域資源 

～地域資源マネジメント研究科ジオ分野の取り組み～ 
	

松原典孝・佐野恭平・川村教一（兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科/	

山陰海岸ジオパーク推進協議会/兵庫県立コウノトリの郷公園）	

	

	 山陰海岸ジオパークの一部を構成する豊岡市に拠点がある兵庫県立大学大学院地域資源マネジメン

ト研究科ジオ分野では，地域の地形・地質特性の解明や地域の「地形・地質的要素」「生物学的要

素」「人文・社会的要素」の3要素の相互作用解明，住民による地域特性の理解促進やジオパーク活

動の支援などに教員や大学院生が取り組んでいる．近年では，「地質に着目した滝の形状分類と形成

メカニズムの推定」や「土壌厚簡易測定結果をもとにした住民の防災意識向上の取り組み」，「鉱山

臼から見た中瀬鉱山史の解明」，「山陰海岸ジオパーク・京丹後エリアの漁港立地と地形・地質の関

係」，「兵庫県新温泉町新市の霊場付近に産する「石のハナ」の正体」，「兵庫県姫路市南東部にお

ける地質遺産，地域資源を活用したジオストーリーの構築」などの研究を院生が行っている．今回は

これら研究の成果を中心に紹介する．	 	
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